
１　基本情報
（１）公の施設の名称

（２）施設の設置目的

（３）所管部局

（４）指定管理者名

（５）指定期間

（６）主な事業

（７）有料施設の有無

（８）公募・非公募の別

（９）主な利用者 （１０）市内における受益対象者数

（１１）近隣の類似施設名及び当該施設の評価に用いられている指標

（フォレストガーデン）

指定管理者評価表

産業振興局　農政部　農水産課

平成２９年４月１日から令和４年３月３１日まで（５年間）

・施設の管理運営に関する業務
・施設等の維持管理に関する業務
・市民菜園の運営に関する業務
・提案（自主）事業に関すること

　　　　　 様式１

市民に身近な自然に親しみ、農業体験を通して健康で活動的なレクリエーションを行う場
を提供するとともに、自然緑地の保全と活用を図り、農業の振興に資するために設置

堺市立フォレストガーデン

特定非営利活動法人グリーンカマムロ

堺市民、菜園利用者

有（徴収委託）

無

不特定多数

公募



２　管理運営状況

ア (人)

イ (％)

ウ (％)

ア

イ

ウ

エ

職員数（人）
※各年度4月現在

職員研修（回）
※令和元年度は予定回数

要望、苦情等（件）

事件、事故等（件）

市による状況分析
 職員の高齢化により職員数は年々減少しているが、効率的な運営に努
め、施設の管理等に必要な人員は確保されている。

1 0 0 0 －

0 0 0 2 －

（フォレストガーデン）

274 228

1 1 1 1 1

80

特定非営利活
動法人グリー
ンカマムロ

指定管理者名
特定非営利活
動法人グリー
ンカマムロ

特定非営利活
動法人グリー
ンカマムロ

特定非営利活
動法人グリー
ンカマムロ

特定非営利活
動法人グリー
ンカマムロ

284利用者数

・市民菜園部分を含め施設の維持管理に細心の注意を払い、職員についても地元農家の方を中心に菜園利用者
や来園者に配慮し、効率的な配置を行っている。
・苦情対応については、地域との日頃の交流を活かして、発生の都度、迅速な対応が行われており、必要に応
じて市と協議している。
・フォレストガーデンフェスタを開催するなど、利用者や地域住民との交流を推進しており、施設と地域の融
和を図っている。
・台風、大雨災害の被害発生時に迅速・適切に対応した。

（１）特筆すべき事項 (地域貢献等の実績、取組、成果等)

（２）利用者サービス

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

市による状況分析

33 34 30

満足度が伸び悩んでいる背景には、平成28年度以降の利用者からの市
民菜園使用料の値上げや利用期間の制約に対する不満などが要因とし
て挙げられる。

27 28

（３）管理体制等

平成27年度 平成28年度

市による状況分析
市民菜園の利用については、利用者の高齢化や平成28年度以降の利用
者からの市民菜園使用料の値上げの影響等により、稼働率は年々減少
してきている。

利用者満足度 － 86

稼働率 100 100 98

利用者数の算出
方法

市民菜園の利用者数

市民菜園の利用については、利用者の高齢化や平成27年度募集時（平
成28年度以降の利用者）からの市民菜園使用料の値上げの影響等によ
り、利用者数は年々減少してきている。

市による状況分析

284

平成29年度 平成30年度 令和元年度

稼働率の算出方
法

85 82

利用者満足度の
測定方法

市民菜園の利用者／市民菜園の総数

2年間の菜園利用期間終了者（平成30年度　対象者146名　回答76名）に対し
てアンケート調査を実施し、アンケート項目（4段階：「満足」・「やや満
足」・「やや不満」・「不満」）のうち、「満足」及び「やや満足」の割合
を集計



■指定管理業務

ア

イ

ウ

エ

オ

■自主事業 （ 有 ）

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

市による状況分析
 収入源は指定管理料のみであるが、その範囲内で管理運営経費の削減
を図ることにより対応している。

徴収委託の場合
の徴収額

4,380,000 3,765,000 4,276,250 3,346,500 4,380,000

市への納付金の額 － － － － －

収支差額 146,769 83,562 62,565 196,947 0

利用者一人当たりの支出額 61,843 62,054 63,640 75,891 －

3,203,704 3,460,000

合　　　計 17,563,328 17,623,427 17,437,443 17,303,064 17,500,000

修繕費 37,144

その他経費 3,082,374 3,363,459 3,479,909

光熱水費 948,100 1,007,589 900,453 802,568 950,000

委託料
（　　）内は総支出額
に占める委託料の割
合

339,660 183,600 210,600 183,600 200,000

(1.9%) (1.0%) (1.1%)

支出 人件費 13,156,050 13,045,323 12,834,633 12,895,761

合　　　計 17,710,097 17,706,989 17,500,008 17,500,011 17,500,000

その他収入 224,097 220,989 8 11

負担金 0 0 0 0 0

利用料金 0 0 0 0 0

収入 指定管理料 17,486,000 17,486,000 17,500,000 17,500,000

平成28年度 平成29年度

23,456 11,848 217,431 300,000

17,500,000

12,590,000

(1.1%)(1.2%)

（フォレストガーデン）

平成30年度 令和元年度(予算)

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度(予算)

（４）収支状況（単位：円）

平成27年度

392,000227,200 167,670 410,142 463,800収入

収支差額 14,000 4,741 81,613

367,000213,200 162,929 328,529 398,480支出

65,320 25,000

市による状況分析
　地域周辺住民との交流や市民菜園利用者の利便性向上を目的に自主
事業を行っているため、収支差額は小さいものとなっている。

主な自主事業
フォレストガーデンフェスタの開催、肥培耕うんの実施、
フォレストガーデンだよりの発行、自動販売機の設置

事業数（回） 3 3 4 4

参加者数（人） 300 300 300 300

市への納付金の額 0 0 0 0 0



（フォレストガーデン）

３　目標管理、評価等

（１）適正な管理運営の確保

評価の
指標

指定管理者の管理瑕疵に係る
事故発生件数

（設定理由）
　利用者が安全に施設を利用することがで
きたと判断できるため

目標 0件 （設定理由） 同上

実績 0件

 （分　　  析）
※目標未達成
時は詳細な原
因分析

　日常の施設点検により、危険箇所の早期
発見に努め、修繕等の対応を施すことによ
り、利用者の安全に配慮した維持管理を行
った。

市の評価

評価 Ｂ

具
体
的
な
理
由

　地元農家の職員を中心として適材適所に配置す
るなど、菜園利用者、来園者に配慮した人員配置
が適正に行われている。
　遊具については、点検して異常箇所があれば交
換等を行うことにより事故等が発生せず、安全確
保ができている。
　菜園における一部のマナーの悪い利用者に対し
ては、口頭で注意し、改善されつつあるため引き
続いて啓発を行っている。

対
応
策
等

　事故発生件数0件を維持できるようこれまでよ
りさらに点検の質を高めることにより、安全確保
を徹底するよう指示した。

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 管理運営が適切に行われたとは認められず、改善が必要なもの

評
価
等

指定管理者の自己評価

Ｂ

　施設点検、園内清掃及び除草等については、年
間計画以上の回数を実施することにより、園内設
備の不備や自然環境の問題点を明らかにすること
ができた。
　遊具については、専門業者による点検に加えて
日々の目視、隔月の班長グループの触診で点検頻
度を高めて安全の確保に努めた。

 月例で業務責任者と7名の正副班長が菜園を含む園内
を巡回し、施設の実情と問題の把握に努め、可能なも
のについては対策を講じてきた。台風の豪雨による水
仙の谷の崩落で水仙の手当ては現在不可能となってい
る。
　事故を未然に防ぐため、遊具を含む木造施設の危険
個所の補修と撤去を含む対策を講じた。（一例　ター
ザンロープの交換）

評
価
基
準

効率的又は効果的な管理運営に資する具体的な業務改善等の取組みを行い、仕様書で求める目標や水準
を大幅に上回り（120％以上）、かつ前年度実績を上回る成果があり、特に優れているもの

効率的又は効果的な管理運営に資する具体的な業務改善等の取組みを行い、仕様書で求める目標や水準
を上回り、かつ前年度実績を上回る成果があり、優れているもの

概ね仕様書で求める目標や水準どおり（80～100％）の成果があり、適正なもの

仕様書で求める目標や水準を下回り、努力が必要なもの

目
標
管
理

事故発生件数（指定管理者事業報告書より）
平成18年度　0件　平成19年度　1件　奥谷ゾーン駐車場で運転を誤った車が菜園に転落
平成20年度　0件　平成21年度　0件　平成22年度　0件　平成23年度　0件
平成24年度　0件　平成25年度　0件　平成26年度　0件
平成27年度　1件　わんぱく広場の遊具に一部の不具合（ボルトの脱落）があり、利用者が足首を捻挫
平成28年度　0件　平成29年度　0件　平成30年度　0件

平等利用、維持管理、人員配置、事故対応、安
全・緊急時対策等に関する特記事項

　木製遊具の保守点検や害虫駆除も兼ねた水路の清掃
等、市民が安全に利用できるよう注意を払いながら維持
管理が行われている。

利用者等からの意見、要望、苦情等とその対
応

　菜園利用者から一部マナーの悪い利用がいるとの苦情を受けたが、
ルールの遵守を掲示板や口頭で注意するほか、水道の増設などアン
ケートにある要望等に応えることにより、一定の改善が見られた。今
後も菜園利用者に対して、利用マナー向上の啓発を行う。



（フォレストガーデン）

（２）利用者サービスの向上への取組

評価の
指標

市民菜園利用者アンケートにお
ける「栽培指導業務等の支援内
容」に関する満足度

（設定理由）
　利用者サービスの向上度合をアンケート
を用いて利用者の満足度により客観的に測
定するため

目標 「満足」が90％以上 （設定理由）
平成25年度から平成28年度の平均値79％を
基にさらなる満足度を目指すため

実績
アンケート項目のうち「十分で
ある」の割合74%

 （分　　  析）
※目標未達成
時は詳細な原
因分析

　利用料の値上げや利用期間の制約に対す
る不満など制度に対する不満がある一方、
指定管理者による施設の管理（草刈り、ゴ
ミ処理、トイレの清掃等）に対して評価し
ているものがあった。

　

市の評価

評価 Ｂ

具
体
的
な
理
由

　栽培指導においては、前年度を超える評価は得
られたものの、平日における指導の実施、個人の
希望や栽培計画に沿ったきめ細やかな指導など、
利用者の求める水準が多様化していることを背景
として、目標に掲げた満足度には至らなかった。
　障害者が使用する園芸福祉区画では利用者への
思いやりのある対応を心がけており、利用者に寄
り添った支援やサービスを行っている。

対
応
策
等

　引き続き指導員自らが積極的に利用者とコミュ
ニケーションを取りながら、その都度意見や要望
を把握し、栽培指導の改善に努められたい。

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

仕様書で求める目標や水準を下回り、努力が必要なもの

目
標
管
理

利用者サービス、利用促進、自主事業、人権尊
重に配慮した情報提供、利用者意見・要望の
反映等に関する特記事項

　フォレストガーデンを市民に紹介し、地域により開か
れた施設とするため、イベントの開催、フォレストガー
デンマップの作製配布などを行うことで施設のＰＲと利
用促進に努めた。

利用者等からの意見、要望、苦情等とその対
応

　菜園利用期間終了者へのアンケート調査や、施設内に利用者を対象
とした連絡箱を設置するとともに施設巡回時に利用者との会話に努め
るなど、その都度意見や要望を把握し、即座に対応できるものは対応
し、検討の必要なものは関係機関と調整のうえ、改善に努めている。

管理運営が適切に行われたとは認められず、改善が必要なもの

評
価
等

指定管理者の自己評価

Ｂ

　菜園利用者が菜園を有効に活用して豊かな収穫
を得るために菜園の整備を行うことがサービスの
基本だと考えて日常の業務に取り組んだ。「フォ
レストガーデンだより」で栽培指導と菜園利用者
・指定管理者の意見交流を図った。
　また、里山や広場の整備、フェスタの開催はフ
ォレストガーデンと農産物を介した市民へのサー
ビスと考え取り組んだ。

 トラクターや耕うん機による耕しと従業員の長
年の経験に裏付けられた栽培指導を臨機応変に行
い、今年度も菜園利用者に喜ばれた。
　広場、遊具、小径（こみち）は家族連れの憩い
の場として活用された。

評
価
基
準

効率的又は効果的な管理運営に資する具体的な業務改善等の取組みを行い、仕様書で求める目標や水準
を大幅に上回り（120％以上）、かつ前年度実績を上回る成果があり、特に優れているもの

効率的又は効果的な管理運営に資する具体的な業務改善等の取組みを行い、仕様書で求める目標や水準
を上回り、かつ前年度実績を上回る成果があり、優れているもの

概ね仕様書で求める目標や水準どおり（80～100％）の成果があり、適正なもの

H26 H27 H28 H29 H30

満足度

（単位：％）
81 79 69 68 74

65

70

75

80

85
満足度

満足度

（単位：％）



（フォレストガーデン）

（３）収支の実績

評価の
指標 収支のバランス （設定理由）

　経営状況の健全性を収支状況によって測
定するため

目標 単年度収支黒字の確保 （設定理由） 　同上

実績 196,947円

 （分　　  析）
※目標未達成
時は詳細な原
因分析

　節水に努めるよう菜園利用者に啓発し、
光熱水費を削減できている。

市の評価

評価 Ｂ

具
体
的
な
理
由

　収入状況は、概ね当初予算どおり執行さ
れている。
　収入額が指定管理料に限られているにも
関わらず職員が有する知識や経験を活用し
て経費削減を図ることで、安定した経営が
行われた。

対
応
策
等

　現金出納簿や経費の領収書等の経費処理
を適正に行うとともに、引き続き収支バラ
ンスの適正化に努められたい。

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 管理運営が適切に行われたとは認められず、改善が必要なもの

評
価
等

指定管理者の自己評価

Ｂ

　指定管理料を有効活用することを基本と
した。
　自動販売機による収益を有効に利用し自
主事業（フォレストガーデンだよりの発
行）を進めた。

 会計担当を含む事務業務担当者が、月例で
公認会計士から説明を受け、月々の収支状
況を正確に把握しており、引き続き指定管
理料を有効に活用する努力を続けていく。

評
価
基
準

効率的又は効果的な管理運営に資する具体的な業務改善等の取組みを行い、仕様書で求める目標や水準
を大幅に上回り（120％以上）、かつ前年度実績を上回る成果があり、特に優れているもの

効率的又は効果的な管理運営に資する具体的な業務改善等の取組みを行い、仕様書で求める目標や水準
を上回り、かつ前年度実績を上回る成果があり、優れているもの

概ね仕様書で求める目標や水準どおり（80～100％）の成果があり、適正なもの

仕様書で求める目標や水準を下回り、努力が必要なもの

目
標
管
理

収入増加のための取組、収支状況、経営状
況、経理事務等に関する特記事項

　台風21号により園内の樹木が多数倒れた時、指定管理
者が自ら伐採作業を行い、修繕費を縮減できた。

利用者等からの意見、要望、苦情等とその対
応

　農具庫内の農具の不良に関する意見が多いが、早急に
交換などの対応を行っている。

H26 H27 H28 H29 H30

収支

（単位：円）
91716 146769 83572 62565 196947

0

100,000

200,000
収支

収支

（単位：円）

146,76991,716 62,565 196,94783,572


